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　現在の工場の課題として主に３つがあがった。課題

K商店の現地調査と課題 －参与観察による現状と空間的把握－

　屋根として計画した格子を柱梁として地面まで連続させ、建物全体を包み込む構造フ

レームとした。格子は照明・家具・展示・緑化などの機能を担い、屋内外を緩やかにつ

なぐ。細やかなスケールのグリッドが工場特有の無機質さを和らげ、地域の人々に開か

れた親しみやすい空間を生み出している。
　2025 年 2〜12 月参与観察的に K商店の長期調査を実施した。K商

店の業務全体を把握するため、工場で扱う資源の種類や業務内容、

機械の調査を行った。
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　県道を挟みながらも一体

感を持たせる

　areal wakka の格子天井

を共通要素として採用
地域に開く、雲のように

－「いらないもの」から始まる地域共創－
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04-1 屋根構成 周辺の農村風景に溶け込むよう、光や空気を取り込む透明性を目指した。

04-3 屋根素材 ４つの屋根の表情は、異なる空間に応じて使い分け、光の量や質を段階的に調節することで、

日常と非日常の間に緩やかな連続性を生み出している。

04-2 格子

04-4 格子屋根から柱梁へ

三次元格子－空間のふるまいについて－

  天候に左右されないため、

大屋根を設ける。 1   下部機能的ボリュームに

対応し、格子フレームとする。

　光や空気の流れを内包する構造

として、格子フレームを構成する。

地域の日常へ溶け込む形へ2 3 4

日常空間

見学通路

工場

光を取り込み、空や環境と連続する。

光が集う明るい空間。

光を制御しながら、工場と日常を緩やか

につなぐ中間の空間。

作業性を保ちながらも、光を感じられる

開かれた生産空間。

開放部（屋根なし）

透明部（ガラス）

透過部（和紙の合わせガラス）

陰影部（ルーバー）

空や周辺の風景が感じられる。屋根がない部分を設け

ることで、光や風が抜け、軽やかな印象をつくる。

光や風景を取り込みながらも、外部環境から雨を遮る。

屋内外の境界を曖昧にし、環境との連続性を保つ。

光と空をそのまま取り込み、見上げると雲のように

和紙が広がり、明るく開放的な空間をつくる。

軽やかさを保ちながら、光を程よく抑え、影の表情

が落ち着きをもたらす。

800mmのグリッド
1600mmのグリッド

30mmの鋼材 60mmの鋼材

日常空間 工場空間

　持続可能性が求められる現代社会において、建築には“循環”を前提とした視

点が必要である。地域で生じる“いらないもの”を資源として循環させ、産業廃

棄物中間処理施設が地域に関われば、廃棄物は地域で活かされる材料へと変わっ

ていく。その施設が循環する素材でつくられ、地域に開かれていれば、再生の仕

組みは日常の中で見える形に共有される。人々がその循環に参加することで地域

全体に新しい循環が生まれる。

　本計画は、これまで非日常的な場として位置付けられてきた工場空間を、地域

の日常空間と緩やかにつなぐ建築の提案をする。産業廃棄物中間処理という行為

を隠すのではなく、地域の生活動線や活動と重ね合わせることで、資源循環のプ

ロセスを身近な風景として共有し、「日常の中の循環拠点」へと転換していく。

背景と目的 計画敷地
広島県福山市敷地：広島県福山市神辺町川南

敷地面積：約 11,500 ㎡

対象敷地：K商店の工場部分
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2FL 学習室

1FL　飲食スペース

2FL　キッチンカウンター

1FL 家具売場 1FL 在庫室

2FL　服売場

2FL　機械室

3FL　雑貨売場

3FL　加工室

開放部（屋根なし）

透明部（ガラス）

透過部

（和紙の合わせガラス）

陰影部（ルーバー）
ガラス・和紙ガラス・ルーバー

それぞれ太陽光の入り方が変化

工場で出る廃材や端材、地域から集まる不要

物を新たな製品へとアップサイクルする場と

して計画した。

グリッドを用いて回遊性のある平面構成

とした。地域から出た「いらないもの」

や工房棟で製作された物を取り扱う場と

して計画した。

現在取り組んでいるふれあい農園片山で

収穫された米や野菜を活用する場として

計画た。

グリッドが門型に立ち上がり、訪れた

人を自然と奥へと導く構成とした。

素材計画－素材がたどる時間と空間の循環－ 　素材は、自然素材・再生素材・工場に集まる「いらないもの」を再利用して構成し、

すべての素材が再び資源として生まれ変わることを前提に選定している。
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配置図兼 1階平面図 (S=1/500)
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GL+8000平面図 (S=1/500)

各棟の詳細平面図

敷地周辺兼屋根伏図（S=1/700）
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